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ウェブの新たな可能性に挑む2つのベクトル「インターネットといえばウェブ」といわれるほど世間の注目を一身に集め、インターネット利用の普及に多大なる影響を及ぼしたWWW。

テキストに画像、そして時として音声や動画までを駆使することのできる表現力、スピーディーな情報の更新性、世界中に分散したファイルをハ

イパーリンクで連結し、利用者の関心に応じて膨大な情報をあたかも1つのドキュメントのように展開することのできるネットワーク性（融通性）

……ウェブのもたらすさまざまな恩恵を当たり前のものとして享受している今となっては、この仕組みがわずか2～3年前までは影も形もなかっ

たことが信じられない思いである。だが一方、このウェブもあと数年もすると「ああ、そんなものもあったね～」と笑い話になるのではないか、と思わないわけでもない。そうなった

としてもぜんぜん不思議ではないほど、この世界の動きは速い（急かされているだけという気がしなくもないが……）。

では実際にウェブはどのように発展していこうとしているのか？ 具体的な話になるとブラウザーの世界を二分しているネットスケープ社とマイ

クロソフト社の動向を注視することになる。だが、すべてが彼らの動きだけで決まってしまうというわけでもない。世の中、彼らとは別のベクトル

が働いていないわけでもないのだ。
例えば、マイクロソフト社との間に微妙な距離を保ちながら、ブラウザーのマルチメディア化で独自の世界を目指すリアルネットワークス社。同

社はストリーミング技術「RTSP」とマルチメディア表現記述言語「SMIL」という2つの標準をベースに、同期的なマルチメディア表現を追求し、

インターネットの世界をさらに拡張していこうとしている。
もうひとつはPCと家電、放送業界という三つ巴のバランスの上にテイクオフしようとしているデータ放送。ウェブの持つ表現力を活かしなが

ら、新参もののメディアと大衆メディアの王者TVとの折り合いをつけながら影響力を広げ、TVメディアのテリトリー拡大（生き残り？）を目論ん

でいる。

そこで今回は、世の中がマイクロソフトあるいはネットスケープの新技術に目を奪われている間に、あえて別の側面からインターネットの可能性

を広げようとしている2つのベクトルについて考えてみよう。

メディアプランナーのための
クリエイティブデザイン批評
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静的なドキュメントから

ダイナミックドキュメントへ

表現が技術革新を促すのか、技術が新し

い表現を引き出すのか？　これはなかなか興

味深い問題である。

それはともかく、どちらにしてもウェブは

文字や静止画という静的な表現をベースにし

ている。プラグインという非常に便利な仕組

みを利用して、音声や動画像などを扱うよう

になってはいるが、それらは文章主体のドキ

ュメント上に1つの構成要素として取り込ま

れてしまっている。つまり文字や静止画の支

配するウェブという世界では、音声や動画は

脇役を務めているに過ぎないのである。

こうした主従関係も、コンテントの構成が

非常にシンプルだったり、逆に画面に文字が

びっしり書かれたりしていても、それなりの

価値をウェブに見出してくれる人、例えば研

究者などが利用するのであれば、さほど問題

にはならないだろう。

しかし多くの人にとって（液晶ディスプレ

イならともかく）CRT上で細かい文字などを

読むのはかなりつらい。内容が複雑になれば、

なおさらである。となると、何らかの工夫を

したくなるのが世の常である。

ウェブを載せているPCは、今や紙の上で

再現されるような静的な表現だけでなく、音

声や動画のようなダイナミックな表現を扱う

に足る十分な能力を備えている。せっかくな

らその能力を活かし、ダイナミックな表現を

主役にしたドキュメントを扱えるようにして

はどうだろう、と思っても不思議では……い

や思わないほうがおかしい。

第二世代のインタラクティブ
ドキュメントを実現した
RealSystem G2 s http://www.jp.real.com/g2/

RealPlayer G2のインターフェイス

ダイナミックドキュメント

ブラウザーとしてのG2

文字や静止画の中に音

声や動画を押し込むので

はなく、逆に音声や動画

によってドライブされるダイナミックなドキュ

メントという視点から考えると、どのような

ブラウザーが望ましいのか。その1つの答え

が、先ごろリアルネットワークス社が発表し

た「RealSystem G2」である。

RealSystemのクライアントである「Real

Player」は、リアルネットワークス社による

と、世界で一番普及しているオーディオ＆ビ

デオのストリーミングプレイヤーで、これま

で何度かのバージョンアップを経験している

が、今回のものが最も大規模であるらしい。

プリセット機能の充実やグラフィックイコ

ライザーなどギミックっぽいファンクションが

加えられたのはご愛嬌だが、G2では新しい

コーデックの採用や「SmartStream」と呼

ばれるストリーム技術によって、オーディオ

やビデオの品質向上、ドロップアウトのない

ストリーム再生というプレイヤーとしての基

本機能もしっかり強化されている。

しかし今回のバージョンアップの目玉は、

クライアント／サーバー間転送のための規格

「RTSP（Real Time Streaming Protocol）」

と、W3CのXMLで提唱されているマルチメ

ディアのレイアウトおよびプレゼンテーション

標準規格「SMIL（Synchronized Multi

media Integration Language）」（スマイル

と読む）という2つの重要な標準への対応で

ある。

別表にあるようにさまざまなファイル形式

のデータに対応し、インターネット上で利用

されている多くのクライアント技術をサポー

トすることで、G2が着実にストリーミング分

野でのデファクトスタンダードの地位を固め

ようとしていることが見てとれる。だが、先

に述べたような動的表現主導のドキュメント

という観点から注目されるのは、なんといっ

ても初めて本格的に実装されたSMILの実現

する世界だ。

SMILで実現する同期的な

表現によるインパクト

いったいSMILとは何なのか？　これにつ

いては、実際にRealPlayer G2をダウンロー

ドしてリアルネットワークス社のウェブ

「RealSystem G2 Tech Showcase（http://

www.real.com/g2/techshowcase/index.

html）」でも見てもらいたいが、ポイントは

複数のデータタイプを同期的に利用したプレ

ゼンテーションが簡単に構成できる点である。

これが端的に分かるのが、今回から加わっ

た新しいデータタイプのプレゼンテーション

「RealPix」と「RealText」だ。RealPixは、

JPEGなど既存の画像フォーマットの素材を

利用し、複数のトランジット（フェイドイン／フ

ェイドアウトなどの画面切り替え）効果やオ

ーバーレイ機能を使って画面をコントロール

しながら、音声などと重ね合わせることので

きるプレゼンテーション。もちろんそれぞれの

タイミングをコントロールすることができる。

またRealTextは既存のテキストやXMLに

準拠したライブテキストを利用して、スムー

ズスクロールやフォントカラーなどの機能を

実現するプレゼンテーションだ。

RealSystem G2は、これ以外にも従来の

RealVideoやRealAudio、そしてRealFlash

といったおなじみのデータタイプのほか、

VRMLやMIDI、MPEGにも対応しており、

これらをすべてSMIL上で構成することがで

きる。画面サイズを決め、その上にどのよう

なデータタイプをレイアウトし、どのタイミ

ングでスタートするかを決めたり、構成要素

間あるいはURLへのリンクデザインまでがお

好みしだいというわけである。
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新しいコミュニケーション

スタイルへの予感

執筆段階ではリアルネットワークス社のデ

モンストレーション以外、この仕組みを使っ

たサービスはまだ見あたらない。したがって

どのような表現が可能になるか、あるいは新

しい表現として受け入れられていくのかは想

像するしかないが、最も大きな影響が出ると

すれば、おそらく「画面を読む」から「画面

を見る・聞く」といった我々のメディア接触

のスタイルの変化だろう。

文字中心で構成された画面では簡単に内容

をスキャンできる。そのメリットは言うまで

もない。視覚的なスキャンの速さの優位性は

重々承知しているが、それでも冒頭で述べた

ように非常に細かいレベルまでがテキストで

記述され、それを逐一読み進まなければなら

ないよりは、ナレーションによって図表や動

画などが同期的に変化するといったナビゲー

ションスタイルのほうが格段に楽である。

また、音声だけでなく動画によるナビゲー
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Sony Music Entertainment
が作成したRealSystem G2
のデモンストレーション

ションにも新たな可能性がある。

実際の話、フルスクリーン動画というのは

回線のコンディションから考えると非現実的

で、これだけでプレゼンテーションを構成す

るのは難しい。しかし、動画を先行させ、こ

れとシンクロしたかたちでディテールをウェブ

で見ることができるとなれば、トータルな表

現力は一気に高まる。こういう構成にした場

合、具合のよいことに、動画部分は低解像

度でもかまわない。あるいは動画

を見ながら、それにシンクロして

出てくるキャラクターや図表をク

リックして割り込みをかけ、利用

者の関心やレベルに合わせてプレ

ゼンテーションを展開するインタ

ラクティブなドキュメントという

のも考えられる。

利用者の関心やプレゼンテーシ

ョンプロセスの進展に応じて深度

の違うデータタイプを使い分け、

多様なスタイルで情報提供を行

えるというのは、情報表現のより

一層のパーソナライズを実現することにほか

ならない。その意味で、まさに第二世代のイ

ンタラクティブドキュメントの誕生と言って

もよい。

既存のウェブブラウザーが過去の印刷物をベ

ースにしたドキュメント作法やリンクの応用

展開にとらわれている間に、RealSystem G2

は新しいマルチメディアドキュメントの世界

を切り拓こうとしているのではないだろうか。

エンコーディングおよびオーサリングツール 
ファイル形式 
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表：RealSystem G2が対応しているファイル形式およびコーテック
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テレビ放送と衛星放送の電波

を利用する2種類のサービス

がある。さらに、それぞれテ

レビ向けとパソコン向けのサ

ービスの2つがあり、加えてそ

の中にも複数の規格がある、といった状態

【注1】。このページの性格上、ここではパソ

コン向けのサービスだけに話をしぼって進め

るが、それでも計画中のものを含めると4種

類になり、いまのところ別々の装置が必要で

ある。

まず、おそらく一般の人は最初からTVと

パソコンをつなごう（しかも衛星放送の場合

はアンテナや受信装置も必要になる）なんて

ことは思わないだろうから、ここにたどり着

く前にリタイア。となると、スタートライン

に並ぶのはパソコンユーザーで、しかもよほ

どの趣味人かマニアックな人間、ということ

になりそう……となった途端、いくつもの課

題が出現する。

妥当性については諸説あるのだが、通説に

従えば、この手のメディアは利用者が100万

人を超えないと広告媒体としての価値がない

という。スポンサーが付かなければ無料提供

というわけにはいかなくなる。しかしユーザ

ー課金は非現実的【注2】だからどうしても

100万以上のユーザーを獲得するまで、かな

りのプロモーション活動が必要だ。

さて、ここでまだ数少ないユーザーを二分

しようとしているのがTBSの「Bitcast」と

テレビ朝日の「ADAMS」の2方式。どちら

もテレビ電波の隙間（VBI【注3】）を利用

し、受信には文字放送用の受信ボードを拡

張したものを使ってインターネットと同様の

コンテンツを配信するなど似ているところも

多いが、実は両者の間には互換性がないとい

うありさま。それでも100万のユーザー獲得

をめざし、マニア以外の一般の人までが「無

料で見れるんだったら、初期投資（だいたい

Bitcast方式の開発元　インフォシティ社
jhttp://bitcast.infocity.co.jp/

3万円程度の受信ボード）してみるか」と思

わせるような面白いコンテントでプロモーシ

ョンをかけるしかない。実際にどのようなコ

ンテントが放送されているかは関係各社のサ

イト【注4】を見て確かめてほしいが、さて

読者諸兄はどう思われるだろう。

早すぎたBitcastの高性能ブラウザー？

話を戻すと、TBSは「データパレード」と

いう名称でサービスを行っている。データの

送信はパケット式で、小さなプログラムが順

次送られるため、番組をリアルタイムに表示

したりメニューから選択して見たりすること

もできる。送られてきたプログラムはハード

ディスクの設定容量内に記憶され、古い番組

から順に消していくという。

同社が採用しているBitcast方式はIE3.0

を思わせる……というより、かつて米国の放

送業界で話題になったインテルのIntercast

のスタイルにそっくりな独自ブラウザーを使

っている。これはブラウザーの画面内に同時

にテレビ画面を表示して、データ放送のコン

テンツと同期させることを考えたためらしい。

まさにSMILのコンセプトに近いのだが、今

となってはこれが足カセになるかもしれない。

というのはウェブブラウザーが進化して新し

い表現が出てきたとしても、そうした表現を

速やかに取り込むような仕様変更が可能なの

か、不安が残るからだ。

この点では、テレビ朝日のADAMS方式の

ほうが勝ち目がありそうだ。専用なのはデー

タの受信部分のみで、データの表示にはネッ

トスケープやIEなどの汎用ウェブブラウザー

を利用しているため、ウェブの世界で新しい

表現が出てきても簡単に対応できる。

ただし、データの送信はすべての内容をひ

とまとめにして繰り返し送信する形態で、全

体の送信には30～60分ほどかかるというか

正直に言うと、今回のテーマにデータ放送

を取り上げることを決めた時には、うかつに

も「データ放送ってちょっとカッコいいかも

しれない」なんていう浮わついたことを考え

てしまった。おまけに、その方面では老舗で

あるテレビ朝日系列のサービスが本格的にデ

ータ放送を開始してほぼ1年というタイミン

グの良さもあった（考えてみるとなんという

ご都合主義な企画！）。

しかししだいに事情がわかってきて、一方

でRealSystem G2の新世界を体験してしま

った今となっては、データ放送など「いった

い何をやってるんだろうな～」という感じが

しなくもない。DVDを取り上げた某誌の記事

の見出しに「この大事な普及期に、規格争

いで内輪もめしている場合か！」というのが

あったが、これはデータ放送にも言えそうで

ある。

実際、TVを巡るソフトおよびハード双方の

業界が、インターネットに代表される新しい

デジタル技術が何をもたらそうとしているの

か、表現というレベルまでさかのぼって考え

ていたら、こんなことには……。いやいや、

それが彼我の力量の差かも、と考えてしまう。

データ放送が陥ったアリ地獄

と最初から企画倒れの舞台裏を披露してし

まったが、ついでに真ん中を飛ばして結論的

に言ってしまうと、データ放送というのはど

うもアリ地獄に陥ってしまっているのではな

いか、という感じがする。

まずは規格の問題。

実はデータ放送といっても、既存の地上波

先が見えないTVからのアプローチ
「データ放送」は家電的世界から抜け出せるか
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ら、アナログ動画画面とシンクロした番組は

考えにくい。しかし、ここで番組づくりのノ

ウハウを積めば、よりバンド幅の広いメディ

アでの本格的なマルチメディアコンテント作

りに着実に近づくことができそうだ。

意外な普及で強みを発揮する衛星放送

データ伝送容量の問題となると、地上波と

衛星放送の格差は大きい。

地上波放送では40Kbit/sec のデータを配

信できるとしているが、多くのユーザーがア

ナログモデムで最高28.8Kbit/secだったとい

う時代ならともかく、今や誇るべきスペック

ではない。確かに実効速度が掛け値なしの

40Kbit/secというのは魅力かもしれないが、

送られてくる情報が限られるのでは、あまり

に魅力に乏しい。

衛星放送の場合はアンテナや受信装置、さ

らに契約が必要というハードルがあるものの

1～6Mbit/secもの伝送が可能である。しか

も、当初はユーザー数が多くて数十万しか見

込めないため、広告メディアとして成立しな

いと考えられていたが、ここにきてスカイパ

ーフェクTVでは年内に100万件を見込むと

いう話が出てきている。となると、一気に広

ADAMS方式の開発元　テレビ朝日データ社
jhttp://www.tv-asahidata.com/

告メディアとしての可能性も

出てくるわけで、おそらく当

初計画していた有料の電子出

版や電子カタログ、ソフトの

配信といったインターネット

併用の双方向サービスがテイ

クオフするまで、一部を広告

ベースのEPG的な番組に振り

分けて普及の時を着実にかせ

ぐのではないかと思われる。

データ放送はラップトップPCで見る？

こうやってみてくると、どうやら一番楽し

そうなのは衛星放送の高速伝送能力を活か

したサービス、中でも進化著しいマルチメデ

ィアブラウザーをベースにしたプログラムなの

ではないか、と思えてくる。しかし、パラボ

ラアンテナ＋CS受信機＋受信ボード＋PC

という機器を接続した構図は、どう見ても過

渡的なマニアックな代物にしか見えない。デ

ータ放送用にハードディスクを1つ……なん

てヘビーユーザーなら大したこととは思わな

いかもしれないが、「なんでそこまでやるの？」

というのが一般の人の感覚というものだろう。

一方で、家電業界は地上波データ放送に

付加価値的アクセサリーとしての価値を認

め、ポータブル液晶TVにデータ放送機能を

組み込んだものを計画するかもしれない。が、

ADAMS方式でブラウザーがどんどんバージ

ョンアップされる場合は（これは家電メーカ

ーの宿命だが）対応できない。WebTV的な

アップデータ機能【注5】を持つか持たない

かは今後の情報家電の大きな分かれ目になる

と思われるのだが……。いやその前に、案外

ラップトップPC用にデータ放送対応のPCカ

ードが安売りという状況になって、データ放

送はなんとかメディアとしてのカッコが付く

ことになるのかもしれない。

【注1】データ放送の種類
企業名 サービス名

テレビ受像機を テレビ東京 ITビジョン

対象としたサービス PerfecTV センターアクセス

DIRECTV インタラクTV

パソコンを対象 TBS データパレード（＝Bitcast方式）

としたサービス テレビ朝日 ADAMS

PerfecTV PerfecPC

DIRECTV DIRECTV Interactive

【注2】1～6Mbit/secの伝送容量をもつ衛星放送経由のデータ放送では、まず大量のデ
ータを放送し、あとでキーを販売することでユーザーに利用してもらう形のサービスが可能
だが、地上波データ放送の40Kbit/secという伝送容量では安いポータブル端末でも用意
しないかぎり、非現実的だろう。

【注3】VBI=Vertical Blanking Interval

【注4】
Bitcast ADAMS

開発元 インフォシティ社 テレビ朝日データ社
http://bitcast.infocity.co.jp/ http://www.tv-asahidata.com/

コンテンツ TBSデータパレード コンテンツ紹介
http://www.tbs.co.jp/parade/ http://www.tv-asahidata.com/
フジテレビサービス案内 contents/
http://www.fujitv.co.jp/jp/bitcast/

【注5】WebTVには、ブラウザーやプラグインなどがバージョンアップされると自動的にプ
ログラムをダウンロードし、インストールしてしまう機能がある。RealPlayer G2も同様。
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